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令和６年４月

日本メダカ協会

改良メダカ形質一覧表

共通補足

茶 ヒレ美

黄 腹膜青

白 体内黒

青 パールブルー 緑 ヒレ光

ブラック 一周光

黄金 背地反応なし

琥珀 カガミ

朱赤 ヒゲ

オレンジ 頂点眼

ピンク モザイクパンダ

透明鱗 片ホホ ホホ無し シースルー

半透明鱗(オーロラ) 側面光

アルビノ

パンダ

ルビーアイ

スモールアイ

出目

目前

ビッグアイ

水泡眼

アースアイ 青 銀

プラチナアイ

ラメ 多色 白 青

光の色 白 青 金 緑 二色

光の位置 頭光 横光

光の形 鱗光 スポットラメ

光の色 青白 緑 オレンジ 多色 青

光の位置 口内光

全身体内光 多色

腹膜光 青 オレンジ 多色

ヒレライン

斑(錦)

ブラックリム

サムライ

菱尾

マルコ(背ビレ無し)

メラー

スワロー

ヒレ長

ロングフィン

ワイドフィン

リアルロングフィン

モルフォ

フサヒレ

ナローフィン

ヒカリ 強光 銀帯

ダルマ 半ダルマ

ヒカリダルマ 強光 銀帯

メラノーマ

鉄仮面

獅子頭

形質名
補足

形質事項

体色

（単色）

クリーム(シルキー)

パープルブルー ヒレ黄(シルバー)

ヒレ黄(ブラック黄金)

透明鱗

目の変化

色

形

チェンジカラー（ブドウ目）

チェンジカラー（ブドウ目）

虹色素胞

柄
斑（背地反応なし）

ヒレ変化

体型

  体外光

  体内光

珍種

令和３年４月改定箇所

令和４年４月改定箇所

令和５年３月改定箇所

令和６年４月改定箇所
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目の変化 

アースアイ 

◆由来・概要 

眼球の瞳孔(黒目)が青色や銀色になる形質です。 

角膜にグアニンが発現することで青色や銀色に

なります。 

 

◆特徴 

瞳孔が青色や銀色に見える 

 

 

 

 

◆形質補足 

アースアイ（青） 

瞳孔に青色が発現しているアースアイです。 

ブルーアイとも呼称されています。 

 

アースアイ（銀） 

瞳孔に銀色が発現しているアースアイです。 

 

 

 

◆類似した形質 

なし 
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プラチナアイ 

◆由来・概要 

角膜の部分的にラメのような光が発現する形質

です。 

 

◆特徴 

角膜にラメのような光が入る。 

 

◆形質補足 

なし 

 

◆類似した形質 

なし 

 

虹色素胞 

体内光（たいないこう） 

◆由来・概要 

２００８年の第２回日本めだか品評会にて，戸松

具視氏により出品された体内に青白い光が発現

するメダカです。蛍光灯の電気を切った後の青白

い光に似た色を発しています。光の層が横向きの

板状に発現しているため，上見しか光を確認する

ことができず，横から見た場合はほとんど確認す

ることができません。また，作出された当初は，

背ビレ付近を起点に体長の半分付近までしか光

が発現しませんでしたが，２０１４年に胸ビレ付

近まで光る体内光が作出されました。今までの体

内光とは別に，グレードの高い品種として「スーパー体内光」と呼ばれています。 
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◆特徴 

体の中に，青白い光が発現する。 

◆形質補足（光の色） 

体内光の色は青白いと表現されていますが，個体の有する色素胞により体外光の色にバリエーションが生まれた

ため，形質補足として分類しました。 

 

体内光（青白）青白い色の体内光です。一般的に体内光と言われるのはこの色です。 

白体色，クリーム体色に発現しやすい光の色です。 

体内光（緑） 緑色の体内光です。青体色（緑）に発現しやすい光の色です。 

体内光（オレンジ）オレンジ色の体内光です。体内光を有する個体を刺激すると，光の色がオレンジ色に 

なる個体がいますが，ここに分類されるのは，常時オレンジ色の光をしている個体です。 

体内光（多色）光の色が多色になる体内光です。体内光の色は基本的に一色ですが，稀に２色以上の光を 

有する個体がいます。 

体内光（青） 青色の体内光です。青体色の体内光に発現しやすい光の色です。 

 

◆形質補足（光の位置） 

体内光（口内光） 

2023 年に寺井令直氏によって作出された，口内に体内光が

発現するメダカです。 

目から口先に範囲に口内に体内光が発現します。 
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共通補足 

ヒレ美（ひれび） 

◆由来・概要 

ヒレに鮮やかな色が発現するメダカです。メダカのヒレには色

があり，各ヒレによって色の発現しやすい位置が決まっていま

す。尾ビレはヒレの縁（ヒカリ体型は中心も含む），背ビレと

しりビレは付け根付近，胸ビレは色が発現しにくく，腹ビレは

色が全体的に発現し婚姻色がでやすい，などが挙げられます。

その色をより鮮やかに表現し，個体の一つの特徴として認識で

きるレベルに達したのがヒレ美です。 

・ヒレ美を判断する明確な基準はありま

せんが，①体色以上にヒレの色が鮮やか

で目立つ②通常では色が発現しにくい位

置に色が発現する，などがヒレ美に該当

します。どちらも普通鱗性では発現しに

くい特徴で，ヒレ美は基本的に透明鱗性

の品種に発現することが多いです。 

 

・ヒレ美は、尾ビレではヒレの縁に色が

発現します。背ビレではヒレの付け根か

らヒレの先に向けて色が発現しやすい傾

向があります。 

 

・琥珀体色は元々ヒレの色がオレンジ色

になる特徴があります。そのため，オレ

ンジのヒレをしているだけではヒレ美と

はいえません。透明鱗の遺伝子により，

尾ビレがビビットなオレンジ色を発現し

た場合，琥珀体色もヒレ美となります。体色

とヒレの色が異なる品種，ブラック体色（ヒ

レ黄）や青体色（ヒレ黄）なども同様です。 
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ヒレに白色素胞が発現することで白いヒレを表現したメダカです。 

透明鱗のヒレ美とは異なる半透明鱗のヒレ美表現であり、「令和」

と呼称されています。 

 

 

 

◆特徴 

・ヒレに鮮やかな色が発現する 

 

◆類似した形質 

・なし 

 

側面光（そくめんこう） 

◆由来・概要 

体表の側面にグアニンが発現する形質です。 

アースアイ品種に発現することが多い傾向があ

ります。 

 

◆特徴 

体表の側面にグアニンが発現して光る。 

 

◆類似した形質 

なし 
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